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第１章 研究の背景 

 

近年「終活」や「デスカフェ」とよばれる活動がみられるようになった。このようなムー

ブメントが見られるようになったのは、高齢者にとって身近な問題である死というものに

関する語り合いや死にまつわる不安や懸念の払拭をしたいという希求が要因となっている

ことが推測される。 

 

第２章 研究の目的と意義 

 

死に対する多様な考えがあるなか、死に対する不安への具体的な対処や心も持ちように

ついて相談できる場所の認知が低いことが指摘されている。しかし、生と死について考え

語り合う場がもつ意義や役割、またそのような場の必要性について研究した報告は少ない。 

本研究では、デスカフェ参加経験のある高齢者が死を語り合うことをどのように感じて

いるのか、また、どのように死の捉え、どのように対峙しているのを分析することで死を

テーマとして語り合う場が参加する高齢者にとってどのような意味をもつのかを明らかに

することである。 

本研究の意義は二点ある。一点は、さまざまな人生経験を持つ高齢者が生と死をどのよ

うに捉え、どのような意図でデスカフェのような死を語り合う場への参加をしたのか、そ

のプロセスが明らかになる点である。もう一点は、デスカフェが先行研究で述べられた「生

と死を考える場の必要性」に合致しているか、参加者に対しデスカフェがどのような効用

があるのかが明らかとなり、高齢者におけるデスカフェのもたらす意義を判別する示唆が

得られる点である。 

 

第３章 研究の方法 

 

デスカフェや終活カフェなど、死をテーマとして語り合う会に参加経験のある 65 歳以

上の高齢者を対象とし半構造化面接によるインタビュー調査を実施した。質的データ分析

手法「SCAT（Step for Coding And Theorization）」を用いた。分析手続きが明示化され、

分析過程の省察可能性が担保されている点が科学的な分析方法であることや、比較的小規

模の質的データにも有効だとされることを鑑み、採用することとした。 

なお、本研究は桜美林大学研究倫理委員会の承諾を取得した（承認番号は 18004）。 

 

第４章 結果と考察 

 

分析対象の属性は男性２名、女性２名の計 4名、平均年齢 69.8歳であった。SCATの手

法に則り、各事例のストーリーラインの記述、理論記述を行った。  

今回の４名のインタビューによりデスカフェ参加のプロセスとして、参加を通じてそれ

ぞれが死を迎えるまでの生をどのように過ごすかという命題に立ち向かっていることが示

された。これは、死を迎えるまでの生き方を考え、若年者に比し短いと考えられる高齢者

にとっての生を充実したものにしたいという気持ちの表れと言える。また、カフェは死に



 

２ 
 

対する考え方に一定の回答を導き出したり正否を明らかにする場ではなく、多様な考えが

あるということを受け止め、さらに自分の思慮を深めるきっかけとなる場であることも示

唆された。これは、デスカフェを「自らの考えを整理するための場」として捉え、そのた

めに次回以降も参加したいという意思として表出したものであり、参加者がこの重要性を

把握しつつデスカフェ参加という行動に移しているものと考えられた。 

 また、デスカフェによりもたらされるものとして、死に関連する気持ちの安定や整理に

役割を果たしていることが示された。高齢者にとって、これまでの人生経験を通じ自分の

死を見つめつつ自分の生を振り返り、これからの生について考え、自らの意見を語ったり

他者の意見を聞くことは生きる意味の追及に役立つ。その上でデスカフェの存在意義は大

きいと言える。 

  

 本研究の限界について述べる。まず、日本において現時においてデスカフェの開催がま

だ一般的とは言えない。国内のデスカフェ開催状況はまだ正確なデータとしては把握され

ておらず、多くは数ヶ月に１度か不定期的な開催であり、１度だけイベント的に開催され

ているものも少なくない。そのような中でデスカフェへの参加経験を持つ人の数も少なく、

本研究における分析対象者が４名と少ない。本研究で得られた理論について検証するため

には、より大規模な調査を行う必要が考えられる。 

 また、死をネガティブに捉える人たちの意見やデスカフェ参加による負の影響、カフェ

に対する否定的な意見が収集できていない。徐々に広がりを見せるデスカフェのムーブメ

ントに注視し、今後の更なる検討が必要と考える。 
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